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Type1 Driver
JDBC-ODBC ブリッジ JDBC からのクエリー要求を、ODBC を経由して受け渡し、データベースと
アクセスするもの。ODBC ドライバが必須であり、ハードウェアと OS に依存する。Java SE に標
準で添付されているドライバでもある。

Type2 Driver
Native-API ドライバ JDBC からのクエリー要求を、OS 上の DLL や専用ライブラリに受け渡し、そ
こからデータベースにアクセスするもの。Type1 に比べて階層が薄く済むため高速化が期待でき
る点と TCP/IP に依存しない利点があるが、やはりハードウェアと OS に依存する。Oracle でいう
と OCI ドライバが Type2 Driver に相当する。

Type3 Driver
通信プロトコルドライバ JDBCからのクエリー要求を Javaで記述されたのドライバ内で独自のプ
ロトコルに変換し、それをアプリケーションサーバを通じてデータベースにアクセスするもの。
機種依存・データベース依存をせずに軽量なドライバが作成可能だが、中間サーバを挟むために
パフォーマンスに問題が起きる。

Type4 Driver
ネイティブプロトコルドライバ JDBC からのクエリー要求をすべて Java 上で処理してしまうも
の。Java 上にデータベースにアクセスするためのすべての機能を乗せる為、ドライバのサイズが
大きくなる、パフォーマンスが若干低下する。基本的に TCP/IP でしか利用できないなどの欠点が
あるがハードウェアと OS に依存しないため移植性に優れている。Oracle でいうと thin ドライバ
が TYPE4 ドライバに相当する。

その他
TYPE1、TYPE2 は DBMS の DLL ファイルやライブラリファイルを呼び出す形となるため、JVM

のメモリー管理外となる。TYPE3、TYPE4 については JVM 上で Java のクラスとして実装されて
いるため JVM 上のガベージコレクションの対象となり管理が行いやすく、流れとしては TYPE4

が主流となっている。
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